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令和２年第３回長与町議会定例会 

議事日程（第４号） 

令和２年９月１５日（火） 

午前９時３０分 開議  

日程 議案番号 件        名 備 考 

１ ５９ 長与町税条例の一部を改正する条例 ※総文 

２ ６０ 長与町都市計画税条例の一部を改正する条例 ※総文 

３ ６１ 長与町手数料徴収条例の一部を改正する条例 ※産厚 

４ ６２ 令和２年度長与町一般会計補正予算（第４号） ※総文 

５ ６３ 令和２年度長与町駐車場事業特別会計補正予算(第１号) ※総文 

６ ６４ 令和２年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ※産厚 

７ ６５ 令和２年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ※産厚 

８ ６６ 令和２年度長与町介護保険特別会計補正予算（第２号） ※産厚 

９ ６７ 
令和２年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計

補正予算（第１号） 
※産厚 

１０ ６８ 令和２年度長与町水道事業会計補正予算(第１号） ※産厚 

１１ ６９ 令和２年度長与町下水道事業会計補正予算（第１号） ※産厚 

１２ ７０ 令和元年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について ※総文 

１３ ７１ 
令和元年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 
※総文 

１４ ７２ 
令和元年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 
※産厚 

１５ ７３ 
令和元年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について 
※産厚 

１６ ７４ 
令和元年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 
※産厚 

１７ ７５ 
令和元年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計

歳入歳出決算の認定について 
※産厚 

１８ ７６ 令和元年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定について ※産厚 

１９ ７７ 
令和元年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定につい

て 
※産厚 

２０ ８０ 財産の取得について ― 



日程 議案番号 件        名 備 考 

２１ ８１ 町道ニュータウン中央線舗装補修工事請負契約の締結について ― 

２２ 発委２ 長与町議会会議規則の一部を改正する規則 ― 

２３ 発委３ 長与町基本構想に関する調査特別委員会設置についての決議 ― 

２４ 発委４ 
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化

に対し地方税財源の確保を求める意見書 
― 

２５ ― 議員派遣の件 ― 

２６ ― 委員会の閉会中の継続調査申し出 ― 

                                      ※付託された委員会 

 

 



 

○議長（山口憲一郎議員） 

皆さんおはようございます。委員会審査、大変お疲れさまでございました。ただいま

から本日の会議を開きます。 

日程第１、議案第５９号長与町税条例の一部を改正する条例から日程第２、議案第６

０号長与町都市計画税条例の一部を改正する条例までの２件を一括議題といたします。 

ただいま一括議題としています議案について、委員長の報告を求めます。 

総務文教常任委員長。 

○１２番（河野龍二議員） 

改めまして、おはようございます。それでは総務文教常任委員会に付託をされました

議案等の審査結果について報告いたします。審査期間は令和２年９月４日から１１日に

かけて、委員全員出席の下、関係職員、また管理職を招き審査を行いました。まず議案

第５９号長与町税条例の一部を改正する条例、議案第６０号長与町都市計画税条例の一

部を改正する条例は、同趣旨の提案理由のため一括して審査を行いました。提案理由の

内容ですが、新型コロナウイルス感染症及びその蔓延防止のための措置が納税者に及ぼ

す影響の緩和を図るため、新型コロナウイルス感染症等に係る税額控除の特例及び徴収

猶予の特例に関する手続きを新たに定めることが主なものという説明を受け審査に入り

ました。主な質疑では、条文の２５条の政令で定めるものとは何かに対し、文化庁、ス

ポーツ庁から指定を受けたものであるという答弁。質疑、主催者側の申請が必要なのか

に対し、主催者が各省庁に申請、認定されて公表されたものに対して寄附金控除が受け

られるという答弁。質疑、固定資産税等の減免措置の財源は国の補填があるのかに対し、

地方債や地方交付税などで補填されると聞いている。以上のような質疑が行われ、議案

第５９号、６０号とも全会一致で可決すべきものと決しました。以上、報告いたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

これから委員長の報告に対する質疑を行います。 

まず、議案第５９号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第６０号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから議案第５９号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１、議案第５９号長与町税条例の一部を改正する条例を採決します。

本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 



 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

これから議案第６０号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第２、議案第６０号長与町都市計画税条例の一部を改正する条例を採決

します。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

日程第３、議案第６１号長与町手数料徴収条例の一部を改正する条例を議題とします。 

ただいま議題としています議案について、委員長の報告を求めます。 

産業厚生常任委員長。 

○５番（中村美穂議員） 

皆さんおはようございます。令和２年第３回定例会本会議におきまして、産業厚生常

任委員会に付託された議案等について報告いたします。審査日は令和２年９月４日から

９日、委員全員出席の下、説明員として関係所管課管理職、その他関係職員を招き審議

いたしました。議案第６１号長与町手数料徴収条例の一部を改正する条例は、提案理由

の概要として、本議案はいわゆるデジタル手続法と呼ばれている法律の一部を改正する

法律の施行に伴い、令和２年５月２５日をもって紙製の通知カードの再交付手続きが廃

止されたことにより、通知カード再交付手数料１件５００円を削除するもの。附則では

公布の日から施行する。以上の説明がありました。主な質疑といたしまして、通知カー

ドを失くした方が個人番号だけ知りたいときの対応はどうなるのかに対し、個人番号を

記載した住民票を発行することで確認できるという答弁がありました。マイナンバーカ

ードの交付率はどうなっているのかに対し、令和２年８月３０日現在で２０.８％であ

るという答弁でした。通知カードの再交付実績はどれくらいかに対し、令和元年度の実

績で１４５件再交付している。住民に対してどのように広告するのかに対し、ホームペ

ージ等で周知を図っているという答弁がありました。主な質疑は以上のとおりで、全会

一致で可決すべきものと決しました。以上、報告いたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

これから委員長の報告に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 



 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第３、議案第６１号長与町手数料徴収条例の一部を改正する条例を採決

します。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

日程第４、議案第６２号令和２年度長与町一般会計補正予算（第４号）。日程第５、

議案第６３号令和２年度長与町駐車場事業特別会計補正予算（第１号）の２件を一括議

題といたします。 

ただいま一括議題としています議案について、委員長の報告を求めます。 

総務文教常任委員長。 

○１２番（河野龍二議員） 

それでは議案第６２号、議案第６３号についての委員会審査の結果を報告いたします。

まず議案第６２号令和２年度長与町一般会計補正予算（第４号）ですが、提案理由の主

な内容は、歳入歳出それぞれ４億９０５万９,０００円を追加し、予算総額を歳入歳出

それぞれ１９０億４,５５６万７,０００円とすること。また、地方債の補正の変更、起

債の追加。主な内容は、新型コロナウイルス感染防止対策及び乳児のための臨時特別交

付金、災害復旧工事費などの説明を受け、審査を行いました。 

主な質疑では、総務部所管では、質疑、防災倉庫の活用はに対し、各避難所で備蓄品

の収納に活用する。質疑、９４５万３,０００円の購入契約はどうなっているかに対し、

パーティション等消耗品は業者に発注する。防災倉庫は入札を行う。質疑、７００万円

を超える購入は議会の議決が必要と思うがどうかに対し、一番高い倉庫で１５０万円と

考えている。質疑、マット毛布などの管理はに対し、防災倉庫で管理する。質疑、体育

館などに優先的に備蓄してはどうかに対し、各施設から体育館などに配布を考えている。 

企画財政部所管では、質疑、クラウドソーシングセミナーの開催時期はいつかに対し、

具体的な内容と周知の期間をとり１１月か１２月の開催を検討している。質疑、基金へ

の繰り戻しは今後の支出の際に補正予算を組む必要がある。コロナ禍の下、どのような

支出があるか分からないので予備費への計上はできなかったのかに対し、緊急の支出の

場合は補正予算か、または専決処分で対応していく。予備費への計上は考えていない。

質疑、基金に繰り戻すのではなく交付金をほかの事業に使えなかったのかに対し、各所

管に必要な事業を求め、基金に繰り戻しても対処できるとの判断と、これまでに多額の

基金を繰り出してきたので基金を一旦戻そうと判断した。質疑、今後の財政支出が必要

なときは基金を取り崩すのかに対し、当面は予備費と令和元年度の繰越金を活用する。 

住民福祉部所管では、資源物回収の今後の契約は運搬のみの契約となるのかに対し、

資源の単価がつかず前期の収集も運搬のみの契約となっていた。質疑、乳児のための臨

時特別給付金の申請方法はに対し、４月２８日以降に生まれた世帯は申請書を送付し、



 

郵送か窓口で申請を受け付ける。これから生まれる世帯は出生届の提出時に申請書も提

出できるようにする。 

建設産業部の所管では、プレミアム付き商品券の販売状況はに対し、５１.１８％の

販売実績となっている。残りの販売方法はに対し、商工会とも協議し検討する。質疑、

皆前地区がけ崩れ対策工事の着工時期はに対し、認定されるのが１０月から１１月、着

工は繰り越して次年度になると思う。 

教育委員会所管では、質疑、学校再開に伴う感染症対策学習保障等に係る支援授業と

はどのような事業かに対し、感染防止対策としてオンライン授業や家庭学習の教材など

を支援する。質疑、電子図書の利用方法はに対し、図書館への登録をすることでタブレ

ットやスマートフォンで図書が読めるようになる。 

健康保険部所管では、質疑、介護事業所への消毒液配布はなぜかに対し、マスクは対

応できるが消毒液が不足しているとの報告があり配布することになった。 

以上のような質疑が行われ、全会一致で可決すべきものと決しました。 

続きまして、議案第６３号令和２年度長与町駐車場事業特別会計補正予算（第１号）

については、提案理由の主な内容は、歳入歳出それぞれ１４３万１,０００円を追加し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ８７６万７,０００円とすること。説明書では１４３万

１,０００円を一般会計に繰り出すことと説明を受けました。 

慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきと決しました。以上、報告いたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

これから委員長の報告に対する質疑を行います。 

まず、議案第６２号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第６３号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから議案第６２号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

八木議員。 

○１番（八木亮三議員） 

議案第６２号令和２年度長与町一般会計補正予算（第４号）に対しまして、賛成の立

場から討論いたします。今回の補正予算は主に新型コロナ感染症の予防のためと感染拡

大の影響を受ける可能性のある育児家庭の支援及び７月豪雨被災地域の復旧など、町民

の安心安全のために緊急かつ必要性の高い事業のものであると認められます。これらは

財源も全額または大部分が国及び県からの補助金、負担金によるもので、一部は６月に

財政調整基金を取り崩す形で至急で実施したコロナ対策事業の分の財源組替にも用いら

れ、財政に一定の安定が戻ると思われます。その他の事業も委員会審査の結果、不要と



 

思われるものはなく、特に防災対策費にあります主要避難所への防災倉庫整備及び毛布

等の備蓄については、先日の台風１０号で９００人を超える方が避難所を利用したこと

や年々１０月の台風発生が増加傾向にあることを考えますと予算承認後の迅速な執行を

期待いたします。以上をもって賛成といたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

次に、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

金子議員。 

○９番（金子恵議員） 

第６２号一般会計補正予算（第４号）に対し賛成の立場で討論いたします。まず歳入

ですが、４億９０５万９,０００円を追加しています。その多くが新型コロナ感染症拡

大を防止しながら住民の生活を守るという視点で編成されたものであり、また７月の豪

雨災害対策に掛かるものなど十分評価できるものと考えます。財源として国からの臨時

交付金が充てられるなど、国への依存度が極めて高くなっています。本町の財政状況は

余裕がある状況ではないことは言うまでもありません。しかし、今後、感染拡大の第３

波襲来に備えて財源対策をしっかりと確立する必要があり、基金の取り崩しで対応する

だけではなく、大胆な減額補正による財源捻出に取り組んでいただくことを強く要望い

たします。次に歳出ですが、９款１項４目防災対策費ですが、各避難所に防災マット、

毛布を購入するとの説明がありました。今回の補正予算の審査が終了した後に台風１０

号が長崎県を直撃し、私も初めての避難所で一夜を過ごすという体験をいたしました。

その後、町指定の避難所に行かれた方の感想として、床が硬くて寝ることはできなかっ

たという話を聞きました。今回購入する防災マット等により少しでも解消できればと感

じたところであり、早急に執行してもらうことで次の災害に備えていただきたいと思い

ます。また、冷房が入らない避難所では夜遅くまで、団扇であおぐ姿も見受けられまし

た。昨今、異常気象に関するニュースが多く報道されます。今後も避難所を開設する機

会が多くなることも予想されます。せめて町指定の１１の避難所にエアコン設置の検討

が必要ではないかと感じたところです。また、今後を見越し学校の一般教室の全面活用

など、過ごしやすい避難所の充足率の向上に取り組んでいただきたいと要望します。７

月の豪雨は町内各所で甚大な被害が発生しました。今後も先程申しました台風１０号の

ような台風の襲来により倒木、がけ崩れなど様々な災害が予想されることは明白です。

大がかりな整備は難しいとしても民地であっても危険とされる地区に対しては、その処

理を行政主導で対処することの必要性を改めて申し上げたいと思います。 

次に本町においても乳児のための臨時特別給付金が計上されました。新型コロナウイ

ルス禍の中、お腹の赤ちゃんも大切な住民と考え、４月２８日以降に生まれる赤ちゃん

へも１人１０万円の特別給付金をとの要望書が全国の様々な団体から出されました。子

どもは作るものではなく授かるものであり、１つの人格を持つかけがえのないまさにワ



 

ン＆オンリーです。小さな命を守り妊婦を支え、そして多くの不安を抱く母親を支え未

来に確実に繋げ、次世代を創るために大いに評価できるものと思います。 

最後に非常事態に備えて積んできた財政調整基金は、非常事態である今こそ使われる

べきという考えの下、コロナ禍への財政支出は地方創生臨時交付金額の範囲内に限定せ

ず、必要に応じて交付金に加え財政調整基金の活用、冒頭申し上げました大胆な減額補

正による財源捻出によりコロナ禍に対する各施策の展開を今後も期待したいと思います。

いずれにしましても、限られた財源の中で効率よく事業を実施していくためにも、長与

町としてきちんと方針を持って、戦略的に対策を講じていただきたいということを指摘

し賛成討論といたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

反対、賛成いずれでも結構です。討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第４、議案第６２号令和２年度長与町一般会計補正予算（第４号）を採

決します。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

これから議案第６３号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第５、議案第６３号令和２年度長与町駐車場事業特別会計補正予算（第

１号）を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

日程第６、議案第６４号令和２年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

から日程第１１、議案第６９号令和２年度長与町下水道事業会計補正予算（第１号）ま

での６件を一括議題とします。 

ただいま一括議題としています議案について委員長の報告を求めます。 

産業厚生常任委員長。 

○５番（中村美穂議員） 

議案第６４号から議案第６９号まで報告いたします。議案第６４号令和２年度長与町

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の提案理由の概要といたしましては、今回の

補正は、令和元年度決算に伴う繰越額の確定により、歳入歳出それぞれ９,８８９万４,

０００円を追加し、補正後の総額を４０億６,７４７万５,０００円とするもの。以上の



 

説明がありました。主な質疑といたしまして、償還金が９９万円減額されているが内容

はという問いに、予算ベースで２００万円予定していたが、返還金が少なかったため減

額した。主な質疑は以上のとおりで、全会一致で可決すべきものと決しました。 

続きまして、議案第６５号令和２年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）の提案理由の概要といたしまして、今回の補正は、令和元年度決算に伴う繰越額の

確定により、歳入歳出それぞれ１０５万９,０００円を追加し、補正後の総額を５億３,

８４７万３,０００円とするもの。以上のような説明がありました。主な質疑といたし

まして、広域連合納付金は今後も出てくるのかに対し、前年度分の収納が５月末まで受

け入れができるため、毎年、現年度でその分を納付している。今年度は今回限りである

という答弁でした。前年度繰越金について国保では予備費に充当し、後期では一般会計

に繰り出すのはなぜかという問いに対し、後期高齢者医療は広域連合で運営をしている

ため、町としては経理を明らかにするだけでよく、国保のように制度上、町が保険者と

して運営する立場にないため、繰越金の取り扱いが異なる。主な質疑は以上のとおりで、

全会一致で可決すべきものと決しました。 

続きまして、議案第６６号令和２年度長与町介護保険特別会計補正予算（第２号）の

提案理由の概要といたしましては、今回の補正は前年度給付費及び決算に伴う繰越額の

確定により、保険事業勘定では歳入歳出それぞれ１億７,８８６万円を追加し、補正後

の総額を３４億９,７７７万１,０００円とし、介護サービス事業勘定では歳入歳出それ

ぞれ７９万８,０００円を追加し、補正後の総額を２,８３１万４,０００円とするもの。

以上のような説明がありました。特に質疑はなく、全会一致で可決すべきものと決しま

した。 

続きまして、議案第６７号令和２年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別

会計補正予算（第１号）の提案理由の概要といたしましては、今回の補正は、前年度決

算に伴う繰越額の確定により、歳入歳出それぞれ１億４,１６７万１,０００円を追加し、

補正後の総額を１４億２,８３４万６,０００円とするもの。繰越金は長崎県への委託料

のほか、区域外における用地測量費７５０万円、同購入費７００万円及び補償費５５０

万円を計上。以上のような説明がありました。主な質疑といたしまして、用地購入費７

００万円の場所、面積、目的は何かに対し、一括施工を進めている水源地横のコンビニ

エンスストア付近から高田中学校へ上る谷を埋めるための擁壁となる土地の鑑定及び用

地購入で面積は２,０００平米である。補償費の内容はに対し、みかん畑と倉庫がある

ので、収穫樹の補償１件と倉庫１件である。主な質疑は以上のとおりで、全会一致で可

決すべきものと決しました。 

続きまして、議案第６８号令和２年度長与町水道事業会計補正予算（第１号）の提案

理由の概要といたしまして、今回の補正は、現行の長与町浄水場運転管理業務委託契約

が今年度末終了することに伴い、令和３年４月１日から万全の体制で業務を行えるよう

本年度中の契約締結のため債務負担を行うもの。より長期的な視野で業務が遂行できる



 

よう現行３年間の債務負担行為の期間を５年間に変更し、限度額を１１億５００万円と

するもの。以上のような説明がありました。主な質疑といたしまして、債務負担行為の

期間を３年から５年に変更するメリットは何かに対し、受注者サイドから見ると業務執

行の保障をされることや薬品調達や電気料金、５０万円以下の修繕費を盛り込むことで、

受注者の創意工夫による経費節減が期待できること。町サイドから見ると、事務の簡素

化に繋がることが想定される。今後、水道使用量も減る方向だと思うが、それを加味し

ての設計、限度額なのかに対し、給水人口は減少もしくは横ばい程度の試算はしている

が、運転管理業務委託に関しては、直接影響するものではないという答弁でした。主な

質疑は以上のとおりで、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

続きまして、議案第６９号令和２年度長与町下水道事業会計補正予算（第１号）の提

案理由の概要といたしまして、今回の補正は、現行の長与町下水道施設維持管理業務委

託契約が今年度末終了することに伴い、令和３年４月１日から万全の体制で業務を行え

るよう、本年度中の契約締結のため債務負担を行うもの。より長期的な視野で業務が遂

行できるよう、現行３年間の債務負担行為の期間を５年間に変更し、限度額を１２億２,

５００万円とするもの。以上のような説明がありました。主な質疑といたしまして、契

約期間を３年から５年に変更するメリットは何かに対し、より効率的な施設の運営を行

うために長期的な視野で業務が行えること。業者のスキルアップ、企業努力や技術力が

さらに反映され、委託料全体としても安価になるという答弁でした。今後５年間の検証

も必要だと思うがどうかに対し、検証は必要なので業者からの改善策なども参考に調査

研究していくという答弁でした。主な質疑は以上のとおりで、全会一致で可決すべきも

のと決しました。以上、報告いたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

これから委員長の報告に対する質疑を行います。 

まず、議案第６４号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第６５号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第６６号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第６７号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第６８号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第６９号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから議案第６４号の討論を行います。 



 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第６、議案第６４号令和２年度長与町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

これから議案第６５号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第７、議案第６５号令和２年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

これから議案第６６号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第８、議案第６６号令和２年度長与町介護保険特別会計補正予算（第２

号）を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

これから議案第６７号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第９、議案第６７号令和２年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事

業特別会計補正予算（第１号）を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

これから議案第６８号の討論を行います。 



 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１０、議案第６８号令和２年度長与町水道事業会計補正予算（第１

号）を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

これから議案第６９号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１１、議案第６９号令和２年度長与町下水道事業会計補正予算（第１

号）を採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

日程第１２、議案第７０号令和元年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について、

日程第１３、議案第７１号令和元年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついての２件を一括議題とします。 

ただいま一括議題としています議案について、委員長の報告を求めます。 

総務文教常任委員長。 

○１２番（河野龍二議員） 

それでは議案第７０号、議案第７１号についての総務文教委員会の審査結果の報告を

行います。初めに議案第７０号令和元年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について

の件は、主な提案理由と内容については、歳入合計を１３５億８,５４３万５,６２８円、

歳出合計を１２７億３,７６２万９,９１１円、差引残額を８億４,７８０万５,７１７円、

うち繰越明許費繰越額を１億４,４２３万３,０００円、基金繰入額４億円、繰越額３億

３５７万２,７１７円、以上のような内容のほか、経常収支比率の状況並びに健全化判

断比率などの説明を受け、また所管ごとに事項別明細書において詳しく説明を受け審査

を行いました。 

主な質疑では、総務部所管としては、質疑、防犯灯の設置の不用額が多いがなぜかに

対し、ＬＥＤ灯への設置最終年度で予定よりも数が少なかった。質疑、大学連携との連

携予算が計上されていたが決算では計上されていない、なぜかに対し、コロナ禍の下で

活動の自粛で実施できなかった。質疑、長崎県自治体情報セキュリティクラウド運用負

担金の算出根拠はに対し、２１市町村の人口割で負担が決まる。質疑、パソコン購入で



 

は２か月にわたっているが一括購入できなかったのかに対し、納期が違ったために２か

月に分けた。 

企画財政部所管では、利子割交付金の大幅減収はなぜかに対し、はっきりとした原因

は不明だが、財源になる原資総額の減少と個人資産の運用の変化も要因と考えられる。

質疑、環境性能割交付金は今年度限りかに対し、自動車取得税の廃止により新たに制度

化されたもの、今後も続く制度。次に、第１０次総合計画の委託先はどこかに対し、公

益財団法人ながさき地域政策研究所に委託している。質疑、地方創生推進交付金の増額

要因はに対し、新規事業が認められたのが要因。質疑、町内移住者の実績はに対し、令

和元年度で１１世帯２７人が移住された。質疑、町税の調定額の増は固定資産などが増

えたのが要因とのことだが、どれくらい増えたのかに対し、マンションが１棟と共同住

宅が増えている。質疑、税等の差押え件数と差押え総額は幾らかに対し、差押え件数は

４４５件、総額は６,２７１万１,１１９円。 

住民福祉部所管では、資源回収の今後の考え方はに対し、様々な対応が必要で拠点回

収を止めステーションに戻すことも１つの方向性ではあるが、現在検討中である。質疑、

ステーションに戻すとの考えだと聞いていたがなぜかに対し、確かに来年度か再来年度

には回収方法の変更を答弁したが、クリーンセンターなどの体制の変更など課題が多数

あり協議を行っている。紙類は先行して行いたいと考えている。質疑、避難行動要支援

者の進捗状況はに対し、５０地区のうち４７地区に対象がいて１８地区が終了している。

質疑、プレミアム付商品券事業の申請率が２６.４％と低いと思うがなぜかに対し、県

平均が４０.４％で、要因は町内の利用の課題や手続きの煩雑さなどと思われる。質疑、

高田保育所のＩＣＴ化導入の考えはに対し、検討は行っている。質疑、副食費徴収は雑

入の計上になるのかに対し、入退所で定額徴収できないので雑入の計上となっている。 

健康保険部所管では、健康ポイント事業の参加者報償費が少ないように思うがに対し、

前年度比で約９５万円の増、歩数により報償があるが上限の５,０００円にならない人

がいた。質疑、風疹抗体検査の受診状況はに対し、６８３人が受診、受診率は３５.

８％。質疑、介護保険料軽減対象者の数はに対し、第１段階から３段階で２,７２９人。 

建設産業部所管では、質疑、都市計画道路西高田線の委託料の繰越明許の理由はに対

し、高田踏切工事をＪＲと契約予定だったが協議が伸び繰り越しとなった。質疑、都市

計画道路西高田線の９件の移転は終了しているのかに対し、７件は終了し２件が残って

いる。質疑、道の尾中央公園の工事が前払い金のみとなっている、出来高払いにすべき

ではないのかに対し、出来高払いを考えていたが業者とのやりとりの中で至らなかった。

質疑、町道維持補修の不用額が多額だが、維持補修箇所を増やせなかったのかに対し、

予算額が町単独道路維持補修と国費を伴う維持補修の２本立てで、不用額の多くは国費

を伴う維持補修の事業で、舗装工事に活用できず不用額となった。質疑、定林橋の進捗

状況はに対し、７月に詳細設計、１０月に発注の予定だったが、長雨の影響で協議が遅

れている。協議が終わり次第発注をかける。質疑、青年就農給付金の対象者は町内の人



 

かに対し、岡郷在住で、５年間受給できる制度で現在４年目となっている。質疑、工場

等設置奨励金では不動産業は対象ではない。イオンタウンの奨励金は該当しないのでは

ないかに対し、条例では、対象となる事業者が購入した土地及び設備投資した建物、償

却資産を対象としている。 

教育委員会所管では、質疑、学校給食共同調理場の施設清掃委託料は当初予算に計上

されていないが内容はに対し、空調機を設置したのでフィルターの掃除と油で床と排水

口が汚れたので洗浄を行った。質疑、空調機設置には電気代が掛かるとの説明であった

が、前年度より下がってる状況にあるがなぜかに対し、地域電力への変更で料金が６割

ほど下がった。また空調機の稼働日数が少なかったのが要因。質疑、当初スポーツくじ

の収入を計上していたが、支出のどこに当たるのかに対し、運動公園改修を予定してい

たが、採用されず補正で減額した。 

農業委員会所管では、農業委員会の研修先はどこかに対し、佐賀の果樹試験場、熊本

ＪＡ、福岡の基盤整備事業を研修した。議会事務局議事課の所管では、質疑、報償費が

全額不用額となっているがなぜかに対し、研修の講師の報償費になるが無料の講師を招

聘したため不用額となった。以上のような質疑が行われ、全会一致で可決すべきものと

決しました。 

続きまして、議案第７１号令和元年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定

について、提案理由と主な内容は、歳入総額９１５万５,２９４円。歳出総額７７２万

２,６４２円。差引残額１４３万２,６５２円。そのほか説明書に基づいて詳細な説明を

受けました。主な質疑は、嬉里駐車場が前年度より約７００台減少しているが要因は何

かに対し、周辺に駐車場が整備されてるのも要因の１つと考えられる。質疑、吉無田駐

車場の月極が５台増えているが収入が少ないようだがなぜかに対し、吉無田駐車場は人

気が高くすぐに入るが、次の人が入るまでの収入のタイムラグが原因と考えられる。以

上のような質疑が行われ、全会一致で可決すべきと決しました。以上、報告いたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

これから委員長の報告に対する質疑を行います。 

まず、議案第７０号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第７１号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから議案第７０号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

河野議員。 

○１２番（河野龍二議員） 

先程、委員会報告では全会一致と報告いたしましたが、私は委員長のため委員会での

採決に加われないため、この場で私の判断をさせていただきたいと思います。私は、議



 

案第７０号令和元年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について反対の立場で討論い

たします。令和元年度は、各小学校の空調機の設置、さらには子どもの医療費助成制度

の拡充、また年度後半には新型コロナウイルス対策など、町民生活を重視した予算執行

が行われたことには大変評価したいと思います。しかしながら、各学校の空調機の設置

や子ども医療費の拡充は私自身何度も議会で取り上げ要求しましたが、多少時間が掛か

ったのではないかと思います。しかし事業が行われたことは喜ぶべきものだと思います。

私が要望する中で当然町の財政だけでは様々な困難が伴うことは理解できますし、その

環境が整うことは必要だというふうに思います。私は常々町民の方々と税金の使い道に

ついて話をします。日本国民は日本国憲法に基づき納税の義務を負わなければなりませ

ん。それは政治が国民に対して安心して生活できる環境を整えるための財源として国民

が政治に託すのです。託された政治家はその財源を有効かつ無駄なく執行しなければな

りません。ところが多くの無駄や必要と思われない事業、不要不急の事業に多額の税金

を使われているのが今日の状況ではないかと考えます。長与町でも高田南土地区画整理

事業は、膨大な費用が掛かることから早くから注意喚起をしてきました。しかしながら、

今現在、債務負担行為、将来の負担まで決めてしまっています。立て続けに起こる災害

や未だ先が見えないコロナ禍の下、本当に国からの財源支援が行われるのか不安はぬぐ

えません。仮にこの事業がなかったとすればもっと町民生活を豊かにする事業が取り組

まれていたのではないかと思います。また、都市計画道路西高田線も高田踏切付近や狭

隘な場所だけ拡幅すれば十分ではなかったか、団地を通す道路が本当に必要だったのか

疑問が残ります。さらには工場等設置条例もこれだけの財源が町民生活に使えたらと思

うと誠に残念でなりません。まさに税金をどう使うかが政治には問われます。今回の決

算をそのような観点で検証するなら、数々の評価点はあっても全てが良かったかと問わ

れれば賛成できるというふうには言えません。以上の理由から反対討論といたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

次に、賛成討論はありませんか。 

八木委員。 

○１番（八木亮三議員） 

私は議案第７０号令和元年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について賛成の立場

から討論いたします。令和元年度一般会計歳入歳出決算ですが、歳出が約１２７億３,

７００万円と過去最大で、経常収支比率は９５.１％と前年より悪化しており、この点

においては今後の財政状況を楽観視はできませんが、国の政策による幼保無償化などの

新たな事業による支出によるところも大きく、それらについては特例交付金などの措置

もあり、歳出だけでなく歳入も過去最大の約１３５億８,５００万円となっており、実

質収支が７億円となることは一定の効率的財政運営は保たれていると考えます。内容に

ついては、委員会審査において町税や町営住宅賃料の滞納を着実に解消していこうとい

う徴収方針や公共施設、児童福祉施設への新型コロナ関連の補助金や備品の支援、学校



 

教育及び校務のＩＣＴ化や校舎へのエアコン整備、健康ポイント事業の推進、災害被災

箇所の確実な復旧など、子どもから高齢者まで町民の暮らしの安心安全や健康を考える

姿勢が概ね反映された決算であると判断いたします。しかしながら、改めて平成３０年

に改定されました長寿祝金の歳出では、１００歳の方への祝い金を２万円減額した結果、

３名分６万円の歳出削減効果としかなっておらず、果たして必要のあった減額であった

のかが疑問として残りました。昨年度の増税に伴う公共施設使用料の一律改定の際にも

申し上げましたが、適切な財政運営のためのみならず住民感情に配慮する意味からも今

後は、各種報酬や使用料、また先に述べました祝い金などの増額減額を行う際には、対

象者や対象施設に対して一律に行うのではなく、個別に妥当性や必要性を確認検証し、

必要な部分のみ最低限に行うことを是非求めたいとは思います。また、その他詳細な部

分において、本来なら発生を抑えられたと思われる不用額もやや見受けられることや少

子高齢化の抑制及び移住定住人口増加のための施策の成果が思わしくないところは否め

ませんので、急激な社会の変化やニーズをより正確に把握、予測し、若い職員から斬新

なアイデアなどがあれば柔軟に取り入れ、より暮らしやすい次の世代へと続く町づくり

を進めていただくことを期待いたしまして、賛成討論といたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

次に、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１２、議案第７０号令和元年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてを採決します。この採決は起立によって行います。 

本案に対する委員長の報告は認定です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

起立多数。したがって本案は原案のとおり認定されました。 

これから議案第７１号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１３、議案第７１号令和元年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決

算の認定についてを採決します。本案に対する委員長の報告は認定です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり認定されました。 

日程第１４、議案第７２号令和元年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定についてから日程第１９、議案第７７号令和元年度長与町下水道事業剰余金の処分及



 

び決算認定についてまでの６件を一括議題とします。 

ただいま一括議題としています議案について、委員長の報告を求めます。 

産業厚生常任委員長。 

○５番（中村美穂議員） 

議案第７２号から議案第７７号まで報告をいたします。議案第７２号令和元年度長与

町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についての提案理由の概要といたしまして、

令和元年度決算における歳入では収入済額４０億５,３２７万２,８４９円で、前年度比

１.６％の減、主に被保険者数の減少に伴う保険税の減収によるもの。歳出では、支出

済額３９億５,４３７万７,４１４円で、前年度比０.８％の減、歳入歳出差引額９,８８

９万５,４３５円は全額翌年度に繰り越す。以上の説明がありました。主な質疑といた

しまして、国民健康保険税の減収は被保険者の減少とのことだが要因は何かに対し、７

５歳到達で後期高齢者医療保険に加入となり、毎年１００人から２００人程度減少して

いることと、６０歳以上の社保加入者が増えていることなどが考えられる。ジェネリッ

ク医薬品の推進はどのようにしているのかに対し、保険証更新時にジェネリック医薬品

希望のシールを同封し周知を図っている。レセプト点検委託料の内容はに対し、医療機

関の処置が適切であったか、薬の処方が過大でなかったかを調べるため専門的な知識を

持った国保連合会に点検を委託している。歯周疾患検診に妊婦も含まれているのかに対

し、令和元年度から妊婦及び３０歳、４０歳、５０歳、６０歳、７０歳の節目の年齢の

方に実施している。健康家庭の記念品の基準と内容は何かに対し、７０歳未満の単身世

帯は３年間、７０歳以上の単身また被保険者が２人以上の世帯は２年間医療機関の受診

がなかったことと、国保税の滞納がなく完納が条件で令和元年度は５２世帯、１万円か

ら１万５,０００円の長与町の共通商品券を贈呈している。主な質疑は以上のとおりで、

賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決しました。 

続きまして、議案第７３号、令和元年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定についての提案理由の概要といたしまして、令和元年度決算における歳入では、

収入済額５億１,３２９万２,２８９円で前年度比４.１％の増。歳出では、支出済額５

億１,２２３万２,６３５円で前年度比４.４％の増。以上の説明がありました。主な質

疑といたしまして、徴収嘱託員報酬が少ないようだが、ほかに支出元があるのかに対し、

徴収嘱託員の基本給３万５,０００円は介護保険特別会計が支出し、徴収金のうち後期

高齢者医療保険料に係る件数当たり単価と徴収保険料の歩合１０％をこちらで支出して

いるという答弁がありました。主な質疑は以上のとおりで、賛成多数で原案のとおり認

定すべきものと決しました。 

続きまして、議案第７４号令和元年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついての提案理由の概要といたしまして、保険事業勘定の歳入では、収入済額２９億１,

５８１万３５９円で前年度比３.３％の減。支出では、支出済額２７億４,０７８万３４

７円で前年度比５.１％の増。介護サービス事業勘定の歳入では、収入済額３,２２２万



 

２,５１６円で前年度比６.２％の増、歳出では、支出済額３,１４２万３,１１７円で、

前年度比１９.９％の増。以上の説明がありました。主な質疑といたしまして、介護認

定者合計数は増えているのに認定率が減っているのはなぜかに対し、６５歳以上の第１

号被保険者数の増が認定者数の増を超えているため、率に直すと下がることになる。介

護認定の申請は増加傾向にあるのかに対し、平成２９年度が１,６５０件、平成３０年

度が１,５９１件、令和元年度が１,５６２件で少しずつだが減少傾向にある。デイサー

ビス利用者が増加した理由は何かに対し、より在宅でサービスを受けたいという意向が

増えていると思われる。住宅改修費の内容はに対し、居宅介護住宅改修費が６４件、介

護予防住宅改修費が５６件で、手すりの取りつけや段差の解消などが主であるという答

弁がありました。主な質疑は以上のとおりで、賛成多数で原案のとおり認定すべきもの

と決しました。 

続きまして、議案第７５号令和元年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別

会計歳入歳出決算の認定についての提案理由の概要といたしまして、歳入では、収入済

額７億２,５３３万３,６３４円。歳出では、支出済額５億８,１６６万１,７６５円で、

翌年度への繰越事業費となる収入未済額並びに繰越明許費は１億７,６１２万２,０００

円。令和元年度の事業実績は、本工事費１０件３億７,９８１万３,０００円、補償費７

件９,１７９万３,０００円、測量試験費７件３,２７３万１,０００円、その他６件１,

３０１万９,０００円で、事業進捗率は道路築造５５.６％、宅地造成５８.６％、以上

の説明がありました。主な質疑といたしまして、保留地処分金の件数と今までの処分金

の累計はに対し、１０６街区道の尾公園の２万３,０７０平米と７８街区の付保留地２

４.１６平米の２件、全体の保留地処分金４６億２,０００万円のうち、元年度末の契約

実績は２６億６,４００万円。全体の保留地処分金の件数と元年度末の件数はに対し、

全体の件数は１７２件、元年度末の契約の実績は１０２件、仮設住宅に入居している方

はいるのかに対し、仮設住宅に９世帯入居しているという答弁がありました。主な質疑

は以上のとおりで賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決しました。 

続きまして、議案第７６号令和元年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定につ

いての提案理由の概要といたしまして、収益的収入及び支出の収入では決算額７億８,

８９９万８,０２８円、支出では決算額６億９,５７４万３,７５２円。資本的収入及び

支出の収入では決算額２億３,４７５万３９６円、支出では決算額４億８,８４３万３,

２９４円。資本的収入額が資本的支出額に不足する額２億５,３６８万２,８９８円は当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１,７３８万４,１５４円、当年度分損益

勘定留保資金１億６,２９８万９,２４８円、減債積立金３,６９１万６,２４３円、建設

改良積立金３,６３９万３,２５３円で補填。結果、当年度純利益は７,５６６万１,７９

１円、当年度未処分利益剰余金は１億４,８９７万１,２８７円という説明がありました。

主な質疑といたしまして、土地の売却の場所や経緯は何かに対し、池山の土地区画整理

事業地内にある旧吉無田配水池の水道用地の売却をしたものという答弁があり、長崎市



 

からの検針手数料の収入はあるのかに対し、長崎市からの検針手数料として８０万７,

４８０円を請求しているという答弁がありました。営業利益が昨年より落ちている理由

は何かに対し、水を作るための給水原価が上がり、供給単価との差が少なくなったため

であるという答弁でした。主な質疑は以上のとおりで、剰余金の処分については全会一

致で可決すべきもの、決算認定については全会一致で認定すべきものと決しました。 

続きまして、議案第７７号令和元年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定に

ついての提案理由の概要といたしまして、収益的収入及び支出の収入では決算額１０億

１,１４０万８,４１６円、支出では決算額８億９,９８０万９,６４２円。資本的収入及

び支出の収入では決算額４億６,８３１万６,３４２円、支出では決算額８億２,２６８

万８,５７８円。資本的収入額が資本的支出額に不足する額３億５,９０１万９,７３６

円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３,００６万７,１８７円、過年

度分損益勘定留保資金５,９２５万２,９６８円、減債積立金１億８,８５７万５８１円、

繰越工事資金８,１１２万９,０００円で補填。結果、当年度純利益は８,１５３万１,５

８７円、当年度未処分利益剰余金は２億７,０１０万２,１６８円という説明がありまし

た。主な質疑といたしまして、長与浄化センターの再構築や電気設備工事、建設工事委

託等の費用対効果、メリットは何かに対し、数字で表すことは少し困難であるが、有収

水量の向上や大村湾の水質向上など環境面のメリットが大きく、効果が表れていると考

える。水洗化戸数が１３５戸増加しているが北陽台団地が含まれるのかに対し、北陽台

団地はある程度張りついており、池山の土地区画整理事業の開発と三根郷の洋裁工場の

水洗化が増加の原因であるという答弁でした。主な質疑は以上のとおりで、剰余金の処

分については全会一致で可決すべきもの、決算認定については全会一致で認定すべきも

のと決しました。以上で報告を終わります。 

○議長（山口憲一郎議員） 

これから委員長の報告に対する質疑を行います。 

まず、議案第７２号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第７３号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第７４号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第７５号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第７６号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第７７号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 



 

これから議案第７２号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

堤議員。 

○１１番（堤理志議員） 

議案第７２号令和元年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について反

対の立場から討論を行います。国民健康保険は国民皆保険制度の下、いざというときに

安心して医療機関にかかることができることを目的として創設されています。他の健康

保険と違い高齢者、個人事業主、無職の方など、比較的所得収入が少ない方が多く加入

している実態があります。このため被保険者は保険料を負担することが厳しい状況が多

く、保険料負担は既に限界を超えていると思われます。長与町の保険税額のモデルケー

スを示しておりますけれども、年間所得２００万円３人世帯の場合、年間税額が３８万

円を超える。そういう状況もあります。このような高額な負担のため滞納世帯は毎年相

当数に上ります。健康保険制度を本来の役割、つまり、いざというときに安心して医療

機関にかかることができるようにするためには、一般会計からの繰り入れや法定減免以

上の対応が必要と考えますが、また、こうした対応は全国各地で行われておりますけれ

ども、現状、本町では十分な対策が行われているとは言えない状況であります。この制

度の問題の根本には、国保会計への国の財政支援が乏しいということがあります。また

事業の広域化によって自治体の裁量が少なくなり、一層住民の実情に沿った対応が難し

くなっていると思われます。このような問題があること、そしてこの改善がなされない

中で賛成することはできませんので、決算の認定に反対をいたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

次に、賛成討論はありませんか。 

竹中議員。 

○１４番（竹中悟議員） 

私は議案第７２号令和元年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、賛成の立場から討論いたします。国民健康保険制度は、国民皆保険制度を目的に昭

和３６年度に始まり、５９年という長きに渡り住民の健康を支えてきました。しかしな

がら、近年は被保険者の高齢化や就業形態の変化、医療の高度化に伴う医療費の上昇等、

国民健康保険を取り巻く状況は厳しいものがあります。そうした中、平成３０年度から

都道府県が財政運営の主体となり、市町と共同で事務の効率化や医療費の適正化等に取

り組んでいます。本町の令和元年度の歳入総額は４０億５,３２７万２,０００円。歳出

総額は３９億５,４３７万７,０００円。実質収支額９,８８９万５,０００円であり、財

政調整基金は、決算年度末現在２億２,４５５万７,０００円と安定した状態にあります。

しかしながら、令和５年度から県からの激変緩和措置が終了いたします。今後、先を見

据えた運営を期待するところであります。健康づくり事業につきましては、今年度から

長崎市の医療機関でも特定健診の受診が可能となり、受診できる環境が年々整えられ検



 

診受診率も向上しております。また健康ポイント事業につきましても１,５００名あま

りの町民が参加され、このコロナ禍のとき３密が避けられ、健康づくりと楽しみが融合

した事業のさらなる展開を期待いたしまして、賛成討論といたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

次に、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１４、議案第７２号令和元年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定についてを採決します。この採決は起立によって行います。 

本案に対する委員長の報告は認定です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

起立多数。したがって本案は原案のとおり認定されました。 

これから議案第７３号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

堤議員。 

○１１番（堤理志議員） 

議案第７３号令和元年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

も反対の立場で討論を行います。後期高齢者医療制度は、住民が７５歳に到達すると従

来の医療制度から切り離し、高齢者が増えれば増えるほど、また医療費が増えれば増え

るほど住民負担を増やし続ける仕組みとなっており、制度設計にそもそも問題があると

言わざるを得ません。この制度を創設するとき、ほとんどの野党がこの後期高齢者医療

制度を廃案にすべきだ。こう主張し、また国民の中にも大きな反対の世論が巻き起こり

ました。そして実際２年ごとの見直しのたびに保険料の引き上げが続いております。こ

れは運営主体が県の広域連合であるため、自治体独自ではいかんともしがたいという側

面があります。しかし、負担する世代、負担を掛ける世代、そして国民を７５歳という

年齢で区分けをし、対立と分断を生み出す制度であり容認することはできません。この

制度の根本、またあり方を問う、そういう立場から反対をいたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

次に、賛成討論はありませんか。 

安部議員。 

○６番（安部都議員） 

議案第７３号令和元年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

賛成の立場から討論いたします。後期高齢者医療制度は、従来の老人保健制度に代わり

平成２０年から開始され、７５歳以上の高齢者と６５歳以上７５歳未満の一定の障害が

ある方も対象となり、現在長崎県後期高齢者医療広域連合が運営しております。本町で



 

は、収納対策、広報、保健事業などを主に行っており、令和２年３月末の被保険者数は

５,１６５人と前年度比１５０人の増となりました。収納率は９９.７％であります。令

和元年５月に医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康保険法等の一部を

改正する法律が公布されました。これは広域連合及び市町村により、高齢者の保健事業

と介護予防を一体的に実施する枠組みの構築等が明示されております。県は被保険者の

健康増進及び健康寿命の延伸が図られるよう、第２期データヘルス計画を掲げる個別保

健事業を中心に実施しております。特に健康診査事業では、県内全市町へ業務委託を行

い特定検診の枠組みを活用し、健康診査等を実施しております。本町では対象者４,７

３７人に対し１,４３０人、受診率３０.１９％と県内でも５番目の受診率となり、健康

寿命への関心度が伺えます。県からの業務委託の１つ重症化業務委託では、本町では糖

尿病予防教室を１回も実施されていないところであり、ちなみに時津町では数十回実施

をされております。今後は計画等を図り予防対策に注視していただきたいと思います。

後期高齢者医療保険料につきましては、県も大変厳しい状況下の中、被保険者の負担も

年々増となり大変危惧されるところであります。政府の財政支援を図られるよう強く要

望いたします。高齢者が必要な医療を安心して受ける機会の確保という観点から、保険

料の軽減措置を縮減することなく、本町で安心して老後生活を暮らせるよう保険制度の

安定化を求めて本議案に賛成といたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

次に、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１５、議案第７３号令和元年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定についてを採決します。この採決は起立によって行います。 

本案に対する委員長の報告は認定です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

起立多数。したがって本案は原案のとおり認定されました。 

これから議案第７４号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

堤議員。 

○１１番（堤理志議員） 

議案第７４号令和元年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、反対

の立場から討論を行います。介護保険制度は、改定がされるたびに利用要件は厳しくな

ってきています。利用料３割負担、２割負担への移行などであります。介護保険が導入

されるとき、保険料を払えば安心して介護サービスを受けることができる。家族も精神

的負担が軽減されると宣伝されてきました。しかし現在、要介護相当の方が事実上、要



 

支援への移行を促進されるなど、利用者や介護する家族の経済的、精神的負担は年々高

まっています。保険あって介護なしという事態にならないか懸念をしてきましたけれど

も、まさにその方向に向かっていると言わざるを得ません。委員会審査の中でも質疑を

いたしましたが、町外の入所施設を案内された方から、その施設の質を問題視する。そ

ういう意見も今寄せられております。制度のあり方、また実態を鑑みると現状の事業に

賛成することはできないため、本決算認定に反対をいたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

次に、賛成討論はありませんか。 

岩永議員。 

○１０番（岩永政則議員） 

議案第７４号令和元年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につきまして、

賛成の立場から討論をいたします。今日の介護保険制度は高齢化の進展、介護をしよう

とする高齢者の増加や核家族化の進行等により、介護を社会全体で支えることを目的に

２０００年、平成１２年に創設された保険制度であります。６５歳以上が１号被保険者、

４０歳から６４歳が２号保険者で、４０歳になりますと介護保険料を納入することにな

っています。令和元年度における本町の被保険者数は、１号被保険者が１万８４２人、

２号被保険者が１万４,０９０人、合計で２万４,９３２人となっていまして、総人口の

約２分の１強になっています。保険事業勘定について論じることといたしますが、令和

元年度歳入総額は、保険料、国庫補助金、支払基金交付金、一般会計繰入金等で２９億

１,５８１万３５９円。歳出総額は、保険給付費、地域支援給付費、地方支出金等で２

７億４,０７８万３４７円となっています。制度的には適正であるというふうに思いま

すが、指摘事項として２点申し上げたいと思います。１点は、不用額が４億９,５７６

万９,６５３円となっており、予算編成のあり方の再考を要するものであります。この

ことは大変大切なことであり、特に保険料の改定時には今後の財政見通しを立て、幾ら

必要となるかによって幾らの保険料にすべきかの議論となっていくはずであります。一

般会計では考えられない数字となっているところであります。よって、予算の組み立て

方が大変重要となっているわけで、工夫を求めます。２点目には、介護保険料の不納欠

損１５１万７,９００円でありまして、その整理には最も慎重であるべきであります。

介護保険に当たっては、保険料徴収の時効消滅は２年となっているようでございます。

これは介護保険法２００条により時効により納めることができなくなるわけでございま

す。納入を怠ると納付期限から未納期間に応じて給付に制限が課されます。要は町側に

おきましても負担の公平性の観点から、また被保険者側においても未納期間に応じて給

付に制限が加えられるということであります。このようなことから不納欠損には今一度

気を配り、公の制度での公正な運用に努められるよう切望し賛成討論といたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

次に、反対討論はありませんか。 



 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１６、議案第７４号令和元年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算

の認定についてを採決します。この採決は起立によって行います。 

本案に対する委員長の報告は認定です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

起立多数。したがって本案は原案のとおり認定されました。 

これから議案第７５号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

堤議員。 

○１１番（堤理志議員） 

議案第７５号令和元年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計歳入歳出

決算の認定について反対の立場から討論を行います。この事業については、毎年の予算

決算の討論の場で事業の問題点を述べてまいりました。地権者は長年早期完成を望んで

きましたけれども、これに応えるためにも、また年々膨れ上がる事業費を抑制するため

にも事業の見直しを求めてまいりました。しかし、事業は見直されることなく進められ

てきました。今決算年度から債務負担行為約５０億が組まれました。事業を一括発注す

るための債務負担の計上でありますが、これも大変リスクが大きいと考えます。補助金、

一般会計からの起債、そして基金を活用し事業を進めていく予定ではありますけれども、

町の財政に過大な負荷を与える可能性が払拭できないという問題があります。様々な外

的な要因で国庫負担、県補助金などが希望どおりにならない場合、町が財政負担に耐え

られるのかという課題を、一括施工を検討されていた当時の役場の建設所管の部課長も

議会で発言をしておりましたが、まさにその危険があると言わざるを得ません。この事

業に投入する財源により町の教育施設や福祉を充実するための予算に負の影響が出てい

ること、一括施工が抱える問題点を明らかにする役割が議会には求められていると考え

ます。以上の理由から本決算に反対をいたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

次に、賛成討論はありませんか。 

松林議員。 

○２番（松林敏議員） 

議案第７５号令和元年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、賛成の立場から討論いたします。令和元年度の収入済額は７億２,

５３３万３,６３４円で、支出済額は５億８,１６６万１,７６５円で、歳入歳出差引額

は１億４,３６７万１,８６９円となっており、令和元年度の一括施工を除く事業として

は、トンネル上部に位置する区画道路の築造工事、水源地周辺側の宅地造成及び舗装工



 

事などがなされています。本事業は、昭和５８年度に都市計画を決定し既に１３回の事

業計画変更を行い、事業開始から３０年以上が経過しています。進捗率では道路築造が

５５.６％、宅地造成が５８.６％、執行額が約２６２億円であり町の財政を逼迫させて

いると思われます。しかしながら、町と長崎県の努力により、本事業の一括施工が令和

２年３月に工事の本契約が締結され、いよいよ令和６年度の完成に向けて事業の推進を

図ろうとしています。長らく待たれている関係住民の方々が一日でも早く安堵されるこ

とを切に願います。今後の事業の主体は一括施工の工事の推進にかかっており、予定ど

おりの完成を目指すためには、国からの補助金の確保が重要な課題となってきます。コ

ロナ禍において国が来年度以降に社会資本整備への予算をどれだけ投資するかは大変危

惧するところでありますので、予定どおりの補助金確保のため、町、県が一体となって

事業の推進により一層力を注いでもらうよう要望し、賛成討論といたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

次に、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１７、議案第７５号令和元年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理

事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は認定です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

起立多数。したがって本案は原案のとおり認定されました。 

これから議案第７６号のうち、剰余金の処分について討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１８、議案第７６号令和元年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算

認定についてのうち、剰余金の処分について採決します。 

本案のうち、剰余金の処分に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって本案のうち、剰余金の処分については原案のとおり可決されました。 

次に、議案７６号のうち、決算認定について討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 



 

これから日程第１８、議案第７６号令和元年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算

認定についてのうち、決算認定について採決します。 

本案のうち、決算認定に対する委員長の報告は認定です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって本案のうち、決算認定については原案のとおり認定されました。 

これから議案第７７号のうち、剰余金の処分について討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１９、議案第７７号令和元年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決

算認定についてのうち、剰余金の処分について採決します。 

本案のうち、剰余金の処分に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって本案のうち、剰余金の処分については原案のとおり可決されました。 

次に、議案第７７号のうち、決算認定について討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１９、議案第７７号令和元年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決

算認定についてのうち、決算認定について採決します。 

本案のうち、決算認定に対する委員長の報告は認定です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって本案のうち、決算認定については原案のとおり認定されました。 

場内の時計で１１時２０分まで休憩します。 

（休憩 １１時１１分～１１時２０分） 

○議長（山口憲一郎議員） 

休憩前に引き続き会議を再開します。 

日程第２０、議案第８０号財産の取得について、日程第２１、議案第８１号町道ニュ

ータウン中央線舗装補修工事請負契約の締結についての２件を一括議題とします。 

ただいま一括議題としています議案について、提案理由の説明を求めます。 



 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは、議案第８０号及び第８１号につきまして提案理由を申し上げます。初めに

議案第８０号財産の取得につきまして提案理由を申し上げます。本契約は公立学校情報

機器整備費補助金を活用して、ＧＩＧＡスクール構想に対応した教育用端末を町内小中

学生に１人１台ずつ購入するものでございます。１人１台端末の整備によりＧＩＧＡス

クール構想が加速し、子どもたち１人１人に個別に最適化された資質、能力を育成でき

るＩＣＴ環境を実現することに加え、災害や感染症の発生等による学校の臨時休業の緊

急事態におきましても、ＩＣＴの活用により全ての児童生徒の学びを保障できる環境を

早期に実現することを目的としております。８月３１日に一般競争入札を行い、１社が

参加をいたしました。契約金額は１億６,１９６万４,０００円、契約の相手方は長崎市

田中町５８５番地５、扇精光ソリューションズ株式会社、代表取締役濵口晴樹、資本金

４,８００万円でございます。納期につきましては令和３年２月２６日までを予定して

おります。以上、本契約を締結いたしたく地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定によりまして、

議会の議決をお願いするものでございます。 

続きまして、議案第８１号町道ニュータウン中央線舗装補修工事請負契約の締結につ

きまして提案理由を申し上げます。本工事請負契約は長与町建設工事執行規則に基づき

１０社を指名し、指名競争入札により９月１日に入札会を実施いたしております。契約

金額は８,１２９万円、契約の相手方は長崎県長崎市宝町４番３０号株式会社星野組、

代表取締役星野憲司、資本金８,０００万円でございます。工事の概要といたしまして

は、長与ニュータウンのバス通りにおきまして、工事延長おおよそ１,１２０メートル、

面積おおよそ９,３４０平方メートル、車道部の舗装打ち換え工事を行うもので、工期

につきましては令和３年３月２６日までを予定をしております。なお、別紙参考図面と

いたしまして平面図を添付しておりますので、御参照いただきたいと存じます。以上、

本工事請負契約を締結いたしたく、地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定によりまして、議会

の議決をお願いするものでございます。 

以上が、議案第８０号及び第８１号の提案理由でございます。 

御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（山口憲一郎議員） 

これから質疑を行います。 

まず、議案第８０号について質疑はありませんか。 

堤議員。 

○１１番（堤理志議員） 

委員会で審査がないということで、ちょっとこの場で４、５点お聞きしたいのが、今



 

ＧＩＧＡスクール構想ということで、全国的にこうしたタブレット関係の発注がなされ

るというふうに思うんですが、全国的に集中するものですから、町が示した納期までに

間に合うかどうかというような確認は大丈夫なのか。それが１点と、そして参考の仕様

書の中にモバイルデバイス管理ソフト、たぶんこれＭＤＭって言うんですかね、これが

パッケージ化されてるということであるんですけれども、この iPad が、恐らく年に１

回ほどバージョンアップがあるというふうに思うんですけれども、そういう年１回のバ

ージョンアップをした場合に、このソフトも恐らく何らかのバージョンアップが必要に

なってくるんじゃないかというふうに思ってて、そうした場合のバージョンアップもこ

の契約の中に含まれているのか、それとも別途料金が発生するのかどうか。そしてもう

１つ３点目が、ＭＤＭに不具合が発生した場合のサポートも含まれているのか。最初の

パッケージだけ、最初の提供だけなのかどうかという点。あと、この iPad そのものが

内臓バッテリーで駆動するというふうに思うんですけれども、バッテリー、本体そのも

のですね、これの耐用年数が一体どのくらい見込んでいるのかっていうことと、併せて、

この仕様の中にバッテリーの充電機器というのはパッケージ化されてないように見受け

られるんですけども、恐らく一斉に充電が必要になってくると、通常のシステムだった

ら非常に熱を持って危ないのかなという気がするので、そういう専門的な機器なんかが

必要なかったのか、その辺り検討されたのか分かればお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（山口憲一郎議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

まず、納期までに間に合うのかっていうことですけれども、今、業者の方と２月中の

納期で今のところは対応できるというようなことでお話を伺っております。また、モバ

イルデバイス管理のバージョンアップ等が料金の中に含まれているのかっていうことな

んですけれども、５年間のライセンス契約ということになっておりますので、その中で

対応ができるものというふうに考えております。またＭＤＭに不具合が発生したときの

保守なんですけれども、保守契約というのは結んでおりませんけれども、不具合が起き

た場合は原因を調べていただきまして、それにつきまして修繕料が発生するのか、メー

カーの保守の中でできるのか、そこについては個別に判断が必要かと思いますけれども、

対応につきましてはしていただけるということで思っております。それと、バッテリー

の耐用年数ですけれども、委員会といたしましては５年間というふうに考えております。 

○議長（山口憲一郎議員） 

金﨑教育委員会理事。 

○教育委員会理事（金﨑良一君） 

４点目の充電の御心配につきましてですが、この iPad につきましては持ち帰って学

習するというふうなことも想定しておりますので、充電については家庭で充電をしてそ

して学校に持ってくるということで、今後使用したいというふうに思っております。 



 

○議長（山口憲一郎議員） 

ほかに質疑はございませんか。 

安藤議員。 

○８番（安藤克彦議員） 

私も何点か質問したいと思いますが、今ほとんど聞きたいことは聞いていただいたん

ですが、まず１点目、契約書の第３条に関わることなんですけれども、今回３,６００

台の納入ということで、この納入先が仕様書を拝見しますと各学校になっております。

多い学校だと８９０台、少ない学校で１００台余りということで、この検収方法ですね。

現場納入ということは、現場がするのか。こういった精密機器は数を数えるだけではい

けないと思うんですよ。ある程度の初期起動までを確認する必要があると思うんですが、

その検収の仕方を教えてください。それと今、理事からの答弁でもありましたけれども、

持ち帰って使わせることを想定しているとありました。この仕様書の中には周りを保護

するケースですとか、画面を保護するフィルム関係、こういったのが入っておりません。

子どもたち、大人でもそうですけれども、かなりの確率で落下をさせる危険性があるの

ではないかと思っております。そういったものへの対応、今後行っていくのかどうかも

含めてよろしくお願いします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

まず、各学校において端末の初期設定等の検収はどうするのかっていうことなんです

けれども、今回、端末の契約というのが購入の契約になります。端末の実際の設定等に

つきましては、補正予算の方でお話をしましたＧＩＧＡスクールサポーター契約の方で

設定をしていただきます。ですからそちらの業者の方で検収まで含めた形での契約をす

るように現在考えております。また、持ち帰りのときの落下の対応等ですけれども、こ

ちらの仕様書に書いてあるＲＵＧＧＥＤ ＣＯＭＢＯっていうものがあるんですけれど

も、こちらがキーボードと一体になったものになりまして、こちらの方が落下防止等を

保護する役目を担うということで考えております。またフィルム等につきましては現在

のところは考えておりません。 

○議長（山口憲一郎議員） 

安藤議員。 

○８番（安藤克彦議員） 

確認します。サポーターと一緒に検収を行っていくという説明がありましたが、実際

にそれで検収が履行されたと確認できるんですかね。検収を委託するということになり

ますかね。検収自体はあくまでも本町が行うべき行為かなと思っておりますので、きち

っとそこの部分ははっきりと。検収を完全に委託するっていうのはちょっと私は正しく

ないんじゃないかなと思いますので再確認をお願いしたいと思います。それとフィルム



 

について、どういったこれから扱いをするか分かりませんけれども、例えば、教育委員

会が与えて、小学校なら６年間、中学校なら３年間、あるいは小学校中学校で９年間持

ち上がりにするっていうことも可能だと思うんですね。まあ備品の移動等がありますけ

れども。それにしてもやはり今後考えていく必要があるんじゃないか。子どもが壊した

からといって、子どもに責任を負わせるわけにはいかないと思うんですよね。画面が割

れたからといって、個人に与えていたから個人にその費用を負担させるというわけにい

かないと思いますので、やはりそこを考えるならば、そんなに大した費用が掛かるもの

ではないと思います、１枚１枚は。ですので、やっぱりある程度保護を行うような施策

を講じるべきじゃないかと思いますけれども、改めて今の２点について答弁をお願いし

ます。 

○議長（山口憲一郎議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

端末の動作確認につきましては業者にお願いをしますけれども、１台１台全てについ

て検収ができるかどうかっていうのは、まだなんですけれども、端末をランダムに抽出

をして動作を確認する等、そういう方法によって委員会の方で検収を行いたいというふ

うに考えております。また、フィルムにつきましては、現在のところは検討を考えてお

りませんけれども、実際に児童生徒の使用状況等を考えまして、どうしてもそのフィル

ム等が必要ということであれば、その時点で検討したいというふうに考えております。 

○議長（山口憲一郎議員） 

ほかに質疑はございませんか。質疑なしと認めます。 

次に、議案第８１号についての質疑はありませんか。 

吉岡議員。 

○１３番（吉岡清彦議員） 

私もニュータウンにおりまして、自治会長時代にはいろいろ町内の道路の整備をお願

いして、助かってきてるわけですけども、どうしても長与の団地というのは坂道なもの

だから、大雨等々ですぐ剥げてくるとか、窪んでくるとかよくあるわけですね。こうい

う大掛かりな工事と言いますか、これを年度別に何か計画してやっておるのか、悪くな

ったときにその都度やっていくのか。私の経験でも２回ぐらい大きな工事をお願いして

完成しておりますけども、再度またこうやって出てきてるわけで。そういう管理のあり

方と言いますか、そこのところをお願いいたします。それと、予算としては当初に上が

っておるのか。ちょっとその２点をお願いいたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

山﨑土木管理課長。 

○土木管理課長（山﨑昇君） 

この事業につきましては起債事業で行っております。路面性状調査という調査を全路



 

線行った中で悪い所を抽出しまして、そこから検討して順次路面の舗装打ち換えを行っ

ていくような格好になっておるんですけども、ニュータウン中央線につきましては下水

道の工事も行っておりますので、同時施工をするために今回はこのニュータウン中央線

をするということで施工します。当初予算からこの事業につきましては入っております。 

○議長（山口憲一郎議員） 

ほかに質疑はございませんか。 

堤議員。 

○１１番（堤理志議員） 

詳しく分からなかったのでお聞きしますが、ニュータウン入口の方から登り上がって

いく方向を見て、ここまでだっていう工事区間が一番登り上がった所が、バス停で言う

ところの団地東バス停付近かなと思うんですよね。現地、私の近所なので分かるんです

が、あと１０メートル、１５メートル行けばもうその道は登り上がるということで、何

となく中途半端に終わってるなという気がするんですが、ちょっとここができなかった

のかっていうことと、あと路面の傷みについては、ニュータウン西区の方と隣接するバ

ス道路も相当傷んでおりまして、以前もちょっと道路の剥がれをお願いしたりとかした

こともあります。すぐ対応してもらってるんですが、そっちの方も相当な傷みなので、

一括ここまでぐるりと一緒にした方が安くできたのではないかという思いもするんです

が、その辺りも一緒にできなかったのかっていうことも含めてお伺いしたいと思います。 

○議長（山口憲一郎議員） 

山﨑土木管理課長。 

○土木管理課長（山﨑昇君） 

舗装の区域なんですけども、調査した結果、ニュータウン東区の上の方とニュータウ

ン入口側と比較したところ、下側の途中から悪いことが分かりましたので、下を基点に

今回の予算に合わせて施工の延長を決めております。で、どうしても金額的に上まで行

かなかったというのが一つの理由となっております。西区につきましては、予算の中で

行いましたので、今回の事業としては入れることが無理という格好になっております。 

○議長（山口憲一郎議員） 

日名子建設産業部長。 

○建設産業部長（日名子達也君） 

補足させていただきます。ニュータウンのちょうど登って今度下る方、バス通りです。

こちらの方は議員御指摘のとおり、だいぶひび割れが起こっております。これについて

は、ほかの路線等とも勘案しながら、随時行っていきたいというふうに考えております。 

○議長（山口憲一郎議員） 

ほかに質疑はございませんか。 

浦川議員。 

○４番（浦川圭一議員） 



 

この議案の参考図の中に標準断面図が示してあるんですが、舗装構成として赤字で舗

装厚等を示されておるんですけども、今回のこの舗装厚の決定に際しまして、新たなＣ

ＢＲ試験等、こういったものがされたのかどうか。それを基に舗装構成の決定をされた

のか。そうでなければ何を基にこの決定がされたのか、教えていただきたいと思います。 

○議長（山口憲一郎議員） 

山﨑土木管理課長。 

○土木管理課長（山﨑昇君） 

今回の舗装の分につきましては、ＣＢＲ試験等は現在まだ行っているような状況では

ございません。ですが舗装盤につきましては５センチメートル、路盤につきましては１

３センチメートル分をセメント系の改良材を混ぜて固くするような格好でやる予定では

ございますが、今後検証をしないといけませんので、今現在、予定では１３センチメー

トルと考えておりますが、今後ちょっと変わる可能性があります。 

○議長（山口憲一郎議員） 

浦川議員。 

○４番（浦川圭一議員） 

今、路上路盤再生工が１３センチメートルで、表層工をアスファルト舗装の５センチ

メートルということでされておるもんですからね。これをされた根拠を伺ったんですが。

何でかと言いますと、今年の決算に上がってたんですが、中央線の舗装の打ち換えを一

部やられてると思うんですが、中央線が基層が５センチメートルがあって、その上に５

センチメートルの表層があって、アスファルト舗装で１０センチメートルの施工をされ

てるわけですね。ニュータウンについてもバスがかなり多く通るような現状の中で、実

際、先程から同僚議員の質問の中でもかなり傷んでるとかというふうな中で、私の感覚

からすれば結構ニュータウンはやられておるんですよね、補修工事。だからこの補修の

サイクルがちょっと短いんじゃないかなというような気がしたもんですから、少なくと

も何か試験をされて決定がされたのかなというような思いがあって。長与中央線辺りを

参考にされなかったのかなというのがあったもんですから。どうですか。道路構造の手

引きとかを見ますと、基本的にはこの修繕設計については、設計交通量とか、設計ＣＢ

Ｒとか、こういったものを基に決定をすると。修繕についてもこういう記述があります

もんですから、事業規模にしたらそんなに掛かる費用ではないと思いますので、是非や

っていただきたいと思うんですが、どうでしょうか。 

○議長（山口憲一郎議員） 

山﨑土木管理課長。 

○土木管理課長（山﨑昇君） 

舗装構成につきましては、検証をしていきたいと思います。 

○議長（山口憲一郎議員） 

ほかに質疑はありませんか。 



 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

お諮りします。ただいま議題となっています議案第８０号、議案第８１号は会議規則

第３９条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、議案第８０号、議案第８１号は委員会付託を省略することに決定しました。 

これから議案第８０号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、日程第２０、議案第８０号財産の取得についてを採決します。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

これから議案第８１号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、日程第２１、議案第８１号町道ニュータウン中央線舗装補修工事請負契約

の締結についてを採決します。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程第２２、発委第２号長与町議会会議規則の一部を改正する規則から、日程第２４、

発委第４号新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税

財源の確保を求める意見書までの３件を一括議題とします。 

ただいま一括議題としています議案について、提案理由の説明を求めます。 

岩永議会運営委員長。 

○１０番（岩永政則議員） 

それでは、ただいま議題になっております発委第２号長与町議会会議規則の一部を改

正する規則につきまして提案理由の説明を申し上げます。今回の改正は、現行の長与町

議会会議規則について、全国町村議会議長会の標準会議規則に照らしこれを参考にする

とともに、長与町議会の運営に関する基準の整備に伴い、字句の変更と条文整備を行う

ものであります。主な改正点として規則第２条第２項では「議員及び配偶者の出産のた

め、」としていた現行条文を標準会議規則に倣い「議員が出産のため」に改めるととも

に、第６１条第５項、第８１条の２について基準における明文化により本規則から削除



 

するなど、所要の改正を行うものでございます。附則では、本規則を公布の日から施行

するものでございます。 

次に発委第３号長与町基本構想に関する調査特別委員会設置についての決議について、

提案理由の説明を申し上げます。長与町基本構想は町が総合的かつ計画的な行政の運営

を図るため、まちづくりの基本的指針となるものであります。現行の基本構想は今年度

末をもって計画期間が終了するため、現在、次期基本構想策定の作業が進められ、議会

への提案は今年１２月の第４回定例会に予定していると聞き及んでいるところでござい

ます。したがいまして、議会におきまして現基本構想の進捗状況等の調査を開始すると

ともに、予定される議案の提案に際し、万全の体制をもって審査することができるよう、

記載のとおり議長を除く議員１５人による長与町基本構想に関する調査特別委員会の設

置を提案するものでございます。本委員会の調査期間は本調査が終了するまでとし、閉

会中もなお継続して行うことができるとしております。 

続きまして、発委第４号新型コロナ感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し

地方税財政の確保を求める意見書について提案理由の説明を申し上げます。御承知のと

おり、新型コロナ感染症の拡大は、甚大な経済的社会的影響をもたらしており、地方税、

地方交付税の大幅な減少など、地方財政はこれまで以上に厳しい状況になることが予想

されます。現在３兆円の地方創生臨時交付金が確保されていますが、さらに増額が求め

られています。このような状況の下において、地域の実用に応じた行政サービスを安定

的かつ持続的に提供していくためには、地方交付税等の一般財源の総額の確保、充実を

強く国に求めていくことが必要であります。よって、地方自治法第９９条の規定に基づ

き、国に対し地方税財源の確保、充実を求める意見書を提出するものであります。なお、

意見書案につきましてはお手元に配布のとおりでありますので、朗読を省略させていた

だきます。 

以上、提案理由の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

ただいま議題となっています発委第２号から発委第４号は、会議規則第３９条第２項

の規定により委員会付託を省略します。 

お諮りします。 

本案については質疑、討論を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、発委第２号から発委第４号は質疑、討論を省略することに決定しました。 

これから発委第２号長与町議会会議規則の一部を改正する規則を採決します。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 



 

これから発委第３号長与町基本構想に関する調査特別委員会設置についての決議を採

決します。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

お諮りします。ただいま設置されました特別委員会の委員選任については、委員会条

例第７条第４項の規定により、お手元に配布のとおり、議長除く１５名の方を指名した

いと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって、ただいま指名された方を長与町基本構想に関する

調査特別委員に選任することに決定いたしました。 

これから、委員会条例第８条及び第９条の規定により、長与町基本構想に関する調査

特別委員の委員長、副委員長の互選をお願いします。 

ただいま選任されました特別委員会の委員は、次の休憩中に委員会を開き、正副委員

長の互選を行い、その結果の報告を願います。委員会の開催場所は会議室と定めます。 

場内の時計で１２時まで休憩いたします。 

（休憩 １１時５５分～１２時００分） 

○議長（山口憲一郎議員） 

休憩前に引き続き会議を再開します。 

長与町基本構想に関する調査特別委員会、委員長並びに副委員長の互選結果について

報告いたします。委員長に西岡克之議員。副委員長に中村美穂議員。以上のとおり互選

結果を報告いたします。 

これから発委第４号新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に

対し地方税財源の確保を求める意見書を採決します。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

なお、本意見書の提出については議長に一任願います。 

日程第２５、議員派遣の件を議題とします。 

お諮りします。会議規則第１２９条の規定により、お手元に配布のとおり議員を派遣

したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、お手元に配布のとおり議員を派遣することに決定しました。 

日程第２６、委員会の閉会中の継続調査申し出を議題とします。議会運営委員長、議

会広報広聴常任委員長から目下委員会において調査中の事件について、会議規則第７５



 

条の規定により、お手元に配布のとおり閉会中の継続調査の申し出があります。 

お諮りします。 

委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって、委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査と

することに決定しました。 

以上で、今期定例会に付議されました議案の審議は全部終了しました。 

お諮りします。会議規則第４５条の規定により、今期定例会において議決された案件

につきまして、字句、数字、その他軽微な整理を要するものがあった場合、その整理を

議長に委任されたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって、お手元に配布のとおりこれら整理を要するものに

つきましては議長に委任することを決定しました。 

閉会に当たり、町長から発言の申し出がありますので許可します。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは閉会に当たりまして、一言御挨拶をさせていただきます。去る９月１日に開

会をしていただきました令和２年第３回長与町議会定例会も本日閉会となったわけでご

ざいます。本定例会では、令和元年度の各会計歳入歳出決算認定をはじめ、提案をいた

しました各議案につきまして、本当に長い期間慎重に御審議を賜り御決定をいただきま

した。心から御礼と感謝を申し上げる次第でございます。また今回は１０名の議員の皆

さんから一般質問をいただき、町政の発展の立場から御指摘を賜ったところでございま

す。重ねて感謝申し上げる次第でございます。皆様方の御指摘、御指導、御提案につき

ましては、今後とも真摯に取り組んでまいりたいと思っております。住みたい、住み続

けたい、住んでよかった幸福度日本一の町となることを目標に、職員とともに全力で取

り組んでまいりますので、皆様方の御指導、御協力をよろしくお願い申し上げたいと思

っております。さて、先般の台風１０号におきましては、長与町に避難勧告が発令され

まして９６６名の皆さん方が町内に開設されました１１か所の指定避難所に避難をされ

たところでございます。新型コロナウイルス感染症対策のために、一部の避難所では受

け入れが困難なケースが発生をいたしまして、別の避難所へお送りするなどの対応措置

を行ったところでございます。今後とも感染症対策を踏まえた避難所の運営につきまし

て検証してまいる所存でございます。町内におきましては、倒木や小屋の倒壊、停電な

どの被害が出ましたが、幸いにも人的被害はございませんでした。今後も地域の皆様と

ともに、防災体制の強化に努めてまいりたいと思っておりますので、議員各位におかれ

ましては御高配を賜りますよう心から御礼を申し上げまして、閉会に当たりましての御

挨拶とさせていただきます。誠にありがとうございました。 



 

○議長（山口憲一郎議員） 

これにて会議を閉じます。 

これで令和２年第３回長与町議会定例会を閉会します。皆様、お疲れさまでした。 

（閉会 １２時０６分） 


